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害を起こす危険性も考えられました．しかし十分

な保護具の使用を義務付けることは難しく，対応

に苦慮していました．

その他にもいくつかの問題がありました．廃液

の貯留には，破損する恐れがあるガラス製の容器

や，古くなって割れているポリタンクは使用しな

いようにお願いしていましたが，守っていただけ

ないこともありました．また，廃液の種類ごとに

内容明細を記入していただいていましたが，有害

物のみを記載されていたり，内容成分の記載漏れ

があったり，不十分なことがありました．そのた

め，事前の書類によるチェック機能が働かず，廃

液区分を間違えたまま排出されることがあり，廃

液移し替えの際に白煙が立ち上るといったこと

もありました．廃液移し替えの際に廃液を地面に

こぼしてしまう可能性もあり，環境への影響も懸

念されました．

�．変更点の概要

これらの問題を改善するためには，大幅な廃液

回収システムの変更が必要でした．

� つ目の問題点である消防法の運搬の基準を満

たすため，廃液回収容器は ��� のプラスチック容

器に統一し，容器をそのまま回収してセンターま

で運搬することとしました．また同基準に，危険

物の名称その他を運搬容器に表示しなければな

らないことが定められているため，廃液タンク �

本ごとに明細を添付することとしました．

� つ目の問題点である指定数量の基準を満たす

ため，廃液回収の頻度を高くして各研究室におけ

る危険物の貯留量を減らすこととしました．特に

廃液量の多い工学研究科と理学研究科について

は，回収頻度を月 �回にすることにしました．従

来は廃液貯留量調査から回収まで �ヶ月以上の期

間がかかっていたため，事務手続きも見直すこと

にしました．

� つ目の問題点である廃液の移し替えの際の安

全衛生上の問題については，容器をそのまま回収

することにより排出者による廃液の移し替えが

無くなり，解消されます．

その他の問題についても，上記の変更および事

務手続きの変更等により解消されるように配慮

しました．

�．新しい廃液回収システム

新システムの概要を，廃液の分別，廃液の貯留，

事務手続き，廃液回収に分けて説明します．

��� 廃液の分別

従来の分別方法を基本としながら，危険物に該

当する物質の取り扱いを中心に見直し，廃液の分

別収集法を改定しました．

主な変更点は，消防法の第 �類特殊引火物（例：

ジエチルエーテル），第 � 類危険物（例：ピクリ

ン酸），構造にハロゲンを含む物質のうち危険物

に指定されている物質（例：ジクロロエタン）を，

通常の廃液区分とは別に取り扱う点です．危険性

の高い上記の物質を除外することにより，自燃性

廃液は危険物第 �類第１石油類非水溶性液体，廃

油は第 �類第 �石油類非水溶性液体として取り扱

います．

その他にも，廃液の分別を適切かつ容易に行え

るように，説明の増加，廃液区分「無機水銀廃液」

の「溶存無機水銀廃液」への表現の変更，フロー

チャートの一部見直しなどを行いました．指定数

量の計算方法等の説明も加えています．詳しくは

「廃液の分別収集法」のフローチャート ��をホー

ムページに掲載していますのでご参照ください．

��� 廃液の貯留

消防法の要件を満たす ��� のプラスチック容

器をセンターより無償貸与し，廃液を貯留してい

ただくこととしました．廃液回収容器には，廃液

区分ラベル，通し番号ラベル，明細を添付するた

めのカード入れを貼り付けています．

指定数量の �分の �の量は，自燃性廃液は ��� ，

廃油は ���� です．試薬瓶に入った状態の未使用

の薬品等の廃液以外の危険物も含めた，研究室に

存在するすべての危険物について，品目ごとに指

定数量倍数（＝取扱量÷指定数量）を計算して足

し合わせた値が，� 分の �を超えないようにする

必要があります。廃液量が多い場合は学部の危険
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